
兵庫県医師会ドクターバンクの取組み状況と今後
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日 時：令和７年１０月１１日（土）
会 場：ホテルアバローム紀の国

令和７年度「女性医師支援・ドクター
バンク連携 近畿ブロック会議」



ドクターバンク
ホームページ リプレース
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①従来はセキュリティを高く運用していたためユーザー数が少なかった。

②公開情報が少なく、サイトのセッション時間が短時間であった。

③求人数、求職者数共に伸び悩みがあった。

④日本医師会女性バンクを見本として利用者数の増加を図る。

リプレース導入の必要性
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ドクターバンク実績（令和元年度～令和７年度）①
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R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7(9月末) 計

求人数 29 24 49 27 10 17 16 172

求職数 20 17 28 10 10 10 7 102

マッチング数 35 17 15 33 11 4 0 115

成立数 11 8 2 7 5 3 0 36

計（取扱数） 95 66 94 77 36 34 23 425



◎今年（令和７年２月）ドクターバンクサイトをリニューアル。

従来のマッチングに加えて、医業承継にも対応可能。

◎成立については、求職者からの希望が様々であり、当県として

要望に沿えなかったケースもあった。

◎求人施設・求職者共に、登録データをリセット。

特に求人医療機関、医業承継（譲渡希望医療機関）の登録が

増加している。

ドクターバンク実績（令和元年度～令和７年度）②
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医業承継事業
• 令和４年度から開始している『医業承継支援
事業』も３年が経過したが、今年度ようやく
成立に至った。【１件】

• 譲渡側にとっては、直ぐにでも手放したい
ケースもあり、譲受側にとっては、新規開業
するよりも安価ではあるが、慎重になり時間
がかかる。

• 現在、１件の協議が進行中。

譲渡側、譲受側の考えている

「ベストタイミング」が明らかに違う
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有料職業紹介事業者の問題

◎医師の紹介手数料が高額である。

◎短期間（６ヶ月以内）で離職する事例がある。

◎求職者が複数の雇用仲介業者を利用していた場合に採用後に複数の

事業者から利用料金を請求される事例がある。

◎成功報酬型サービス契約の場合、契約条項に違反した場合に違約金

を請求される事例がある。



ドクターバンクまとめ

・新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴って、求人側（医療

機関）としての募集案内の内容が少し変化してきている。

↓

・非常勤医師の募集やスポットでの求人が増えてきている。

・働き方改革の影響もあると思われる。

・開業医の高齢化及び医療ＤＸの進展のため医業継承ニーズが

増大している。特に医師不足地域に於いては地域医療を守る

ために支援が必要である。
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兵庫県医師会ドクターバンク事業の今後

• 当県のドクターバンク事業には県行政からの補助金が出ているが、
今まで以上に県行政と連携を密に取りながら、本事業を実施する予
定である。

• 日本医師会の医師偏在是正に向けた広域マッチング事業に参加し、
医師不足地域の医療機関とのマッチング、その後の定着支援を行う。
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令和7年度女性医師支援・ドクターバンク連携
近畿ブロック会議

令和７年１０月11日 ホテルアバローム紀の国

兵庫県医師会 男女共同参画推進委員会
担当理事 後藤倫子



働きやすい柔軟な勤務形態など職場環境整備

・女性医師再就業支援

県の補助事業で約１００万円

昨年度は利用0名

復職前の研修制度に利用

・女性医師支援相談窓口

昨年１件相談あったが、諸事情によりマッチングに至らず

・病院勤務医、研修医との懇談会

毎年１～２回病院訪問し、院内の状況聴取し、意見交換

様々な制度の広報活動

来週１６日に今年度の病院訪問予定



・医学生、研修医等をサポートするための会（日本医師会事業）

近年は、神戸大学４年生を対象に講義を計画していただき

費用補助を行っている

・地域における女性医師等支援のための懇談会（日本医師会事業）

毎年冬に開催されるダイバーシティ研修会の後に開催し、意見交換

・兵庫県医師会ドクターバンク、日本医師会女性医師バンクとの連携

日医ドクターバンク、日医ドクターサポートセンターとの連携の確立



意識改革とロールモデルの育成

• 男女共同参画フォーラム・ダイバーシティ研修会の開催

夏開催の男女共同参画フォーラムではイクボス大賞表彰

冬開催のダイバーシティ研修会では、活躍する女性を講師に招聘

次回は、メディア露出も多い住田裕子弁護士を予定

・医学生、研修医等をサポートするための会（日本医師会事業）

神戸大学に一任

・地域における女性医師等支援のための懇談会（日本医師会事業）

ダイバーシティ研修会後に開催



産休・育休・託児施設などの制度と運用の両立支援

• 研修医、勤務医のベビーシッター費用の一部負担

• ニュースレターの発行（年2回）

・ 研修会やフォーラムでの託児サービス（日本医師会事業）

実績なし

• ホームページによる保育関連情報の提供

産休、育休などの体験談掲載予定だが進捗なし

平成25年4月より開始し対象：0～12歳の子を育児中の研修医、勤務医で男女問わない
（研修医の場合は、未入会者も対象となる）

通常の勤務時間外の仕事や勤務時間内でも緊急事態により利用された場合、事業者への支払額
の25％を負担（年間上限5万円）



兵庫県ならではの取り組み

「イクボス大賞」の表彰

平成30年から行っている事業

男女にかかわらず、仕事とプライベートの両立をはかるべく部下への配慮があるか

ワークライフバランスとキャリアの継続に配慮しつつ、良好な職場環境を作るよう尽力している
上司、管理職を「イクボス」と呼び、その功績を表彰している

例年3月ごろに募集し、夏開催の男女共同参画フォーラムで表彰している


